
1.はじめに
建設業は，これまでインフラコンストラクション整備に大きな役割を果たし，日本の近代化，アメニティーの創出に貢献

してきました。近年では，そのキャパシティーの大きさから，廃棄物のリサイクルにおいて力を発揮し，わが国の循環型社
会の構築にも大きな貢献をしています

本研究会設立の目的は，大学，中間処理業，道路建設業、砕石業，コンクリート製品製造業など，これまでは連携され
ていなかった異業種を一体化し，ベクトルの方向を一元化することにより循環型社会の構築への貢献をより強固なものに
し，建設業の役割の重要性を一般の方にも再認識していただくようPRすることです。とくに宮城大学を中心に，大学の
シーズの活用，学会などの最先端の情報・技術の取得が期待でき，これまでになかった組織となります。

再生粗骨材Mの利用普及
わが国では，90億トンのコンクリート構造物が設置さ

れています。しかし，これらの構造物も寿命を迎え，将
来的には壊されることになります。現在，3500万トンの

コンクリートガラが毎年発生しており，有効利用する必
要があります。これまで，道路の下層路盤材として利用
されてきましたが，将来的には限界があり，コンクリート
用再生骨材としての利用が望まれています。

そこで，私たちは，プレキャストコンクリート製品へ限定
利用することにより，製造コストおよび環境負荷を抑え
た再生骨材コンクリート製品を試作し，強度および耐久
性においても問題ないことを確認しました。東北地方整
備局管内12か所および宮城県の公共工事に当該製品
を使用し、実証試験を行いました。

2.研究内容
本研究会の当面の研究課題は，先の国会（平成22年

1月25日：加藤修一議員）で質問があった「再生骨材コ
ンクリートの利活用促進」について実証するものです。
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再生粗骨材Mを用いたコンクリート製品の特長
（1）再生粗骨材の使用量は30～100％
（2）ASR対策として混合セメント，混和材を使用
（3）強度、耐久性は普通コンクリートと同等
（4）製品単価は普通コンクリートと同等かやや低い
（5）製品に占めるリサイクル材の使用量は40~60％
（6）CO2排出量は最大で約40ｋｇ/ｔ少ない
（7）JCIガイドライン試案を踏襲
活動状況
（1）グリーン購入法特定品目への申請
（2）国土交通省新技術（NETIS登録）
（RMG路面排水溝類TH‐100019‐A)
（3）中国、近畿、中部地方支部の設立準備

再生粗骨材Mを用いた製品
再生骨材コンクリート製品敷設現場

事務所名：山形河川国道事務所

施工箇所：山形県山形市飯田地内
R112,0.0kp

事務所名：郡山国道事務所 会津若松出
張所

施工箇所：福島県河沼郡会津坂下地内

事務所名：福島河川国道事務所 栗子国道
維持出張所

施工箇所：福島県福島市飯坂町中野地内
R13,11.3kp

事務所名：青森河川国道事務所

施工箇所：三戸郡階上町

R45,395kp

宮城県仙台振興事務所管内
（NN事業）

RMPC研究会
リサイクル材料プレキャストコンクリート製品研究会

連絡先：〒980-0011 仙台市青葉区上杉３－９－４ マエタビル３Ｆ RMPC研究会事務局
TEL.022-267-1551，E-メール：office@rmpc-ac.org ，ホームページ：http://www.rmpc-ac.org

平成21年度施工
平成22年度施工

中間処理施設が有する簡易な破砕
機で製造できるため、コストおよびエ
ネルギーが抑えられます。


